
栃木県生活文化スポーツ部 くらし安全安心課

令和５(2023)年７月７日
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とちまるくん
栃木県のマスコットキャラクター。
現在、「栃木県元気ニコニコ室長」として活躍中！

Administrator
テキストボックス
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更生意欲の醸成 生活環境の整備 サポート体制の構築 県民の理解促進

○家族等への支援検討

○犯罪被害者の視点の取り入れ

○特性に応じた効果的指導等
○非行防止・修学支援
○保健医療・福祉支援
○住宅確保支援
○就労支援

○国との連携・情報共有
○市町の再犯防止推進計画策定の支援
○協力団体との関係強化
○関係団体等の支援参加の働きかけ
○協力者に対する表彰

○更生保護等に関する教育の推進

○更生保護の広報・啓発活動

連携協力 活動促進

栃木県再犯防止推進計画の概要

切れ目のない支援 息の長い社会復帰支援
社会の支えの広がり

社会復帰・再犯（再非行等）防止

検察庁 矯正施設 保護観察所

起訴猶予・執行猶予 満期出所 保護観察終了

刑事司法手続に接続した、国・県・市町・協力団体の

安全・安心に暮らせる地域社会の実現

■自立更生者サポート研修会

■栃木県再犯防止推進連携会議
■再犯防止のつどい

■巡回パネル展

■自立更生者相談窓口

■更生支援ハンドブック
■更生保護事業に係る知事感謝状

非行少年等

○令和２(2020)年２月に策定 【計画期間：令和２(2020)年度～令和６(2024)年度】

○対象者：「犯罪をした者又は非行少年若しくは非行少年だった者」のうち、更生への思いがある人（自立更生者）

刑事司法手続

【計画に基づく支援の流れ】
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栃木県再犯防止推進計画に基づく令和５(2023)年度の事業について

◇栃木県再犯防止推進連携会議の開催
構成員：国（保護観察所・矯正施設等）、市町、民間支援団体（栃木県就労支援事業者

機構・栃木県保護司会連合会等）、庁内関係部門（福祉、住宅、修学・就学等）

◇自立更生者サポートに係る研修会の開催
参集者：連携会議構成員及び自立更生者の社会復帰支援に携わる関係者（市町担当課以

外の福祉課職員、保護司等）

◇社会復帰支援のための相談窓口の運営（別掲）

◇更生支援ハンドブックの作成・配布（別掲）

◇再犯防止のつどい
日時：令和５(2023)年10月20日（金） 於栃木県庁
内容：講演会、展示会（刑務所作業製品の展示販売・パネル展）

◇更生保護活動の普及啓発のための巡回パネル展の開催
県内市町の庁舎を巡回し、罪を犯した者の立ち直りへの理解促進を図るための啓発活動
開催場所：県内７市町庁舎

◇更生保護事業に係る知事感謝状

地域において自立更生者の社会復帰を支援することができるよう、地域再犯防止推進交付金を活用しながら、
県民の再犯防止に関する理解促進や連携協力のネットワークづくりを行っています。

R4再犯防止のつどい（展示会）の様子

R4巡回パネル展の様子
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（於栃木県庁）



委託内容

自立更生者やその親族等からの社会復帰後の相談業務

委託先

満期出所者や保護観察終了者、親族等が就労その他様々な理由で思い悩んだときには、更
生保護活動のベテランである保護司が、特別相談員として話を伺い、適切なアドバイスや関
係機関への取次ぎなど、寄り添った支援を行います。 ※令和２(2020)年度から実施。

栃木県保護司会連合会

◇相談員
栃木県保護司会連合会に所属する保護司が「特別相談員」として実施。

◇連絡先
元担当保護司又は地域の各保護司会、栃木県保護司会連合会

◇相談方法
対面、電話等

（参考）令和４(2022)年度実績 26件
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配布先

自立更生者が各種行政サービスを円滑に受けることができるよう、相談窓口（支援機関連絡先
一覧）が載ったハンドブックを作成し、対象者に配布しています。
※令和２(2020)年度から作成。県HPにもデータ掲載。

◇保護観察終了者へ保護観察所を通じて保護司から配布
◇満期出所者へ矯正施設（県内３箇所）から配布
◇市町、関係機関・団体等へ配布
(作成数：550部、作成協力：宇都宮保護観察所）
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掲載している支援機関
◇仕事
（職業相談、職業紹介、賃金・
労働、就労支援、障害者就業
・生活支援等）

◇修学・就学支援関係
◇保健医療・福祉関係
◇住居関係
◇再犯防止推進窓口
◇更生保護再犯防止協力団体
◇更生保護サポートセンター


